
ファッション雑誌販売部数トップシェア（※）の株式会社宝島社（本社：東京都千代田区、代表取締役

社長：蓮見清一）は、書籍『父・横山やすし伝説』を2018年２月24日（土）に発売します。

本書は、横山やすしさんの息子・木村一八さんが、これまでまったく語ってこなかった父親について

初めて書いた一冊です。偶然を装い修学旅行先にいたことや、自分の漫才の出番をかえて息子を

飛行機で迎えにいったこと、本妻と愛人との直接対決での驚くべき行動、謹慎処分となった事件の真相

など、息子だけが知るエピソードが満載。やすしさんの最期の言葉は「愛人の面倒をよろしく」だった

ことなど仰天の事実が次々と明かされています。

天才漫才師として活躍していた当時のやすしさんは、世間から破天荒なイメージを持たれていましたが

息子・木村一八さんが知っている父・横山やすしさんはまったくの別人。家庭では非常に優しく、息子を

溺愛する父親であったと語っています。

ほかにも、芸人・横山やすしの仕事ぶりについて、当時のマネージャーで元吉本興業の木村政雄さん

が語る、当時の「やす・きよ」ブームの振り返りも見どころとなっています。横山やすしさんをリアルタイムで

見ていた方はもちろん、お笑いが好きな幅広い世代の方に楽しんでいただける一冊です。

宝島社は、企業理念「人と社会を楽しく元気に」のもと、今後もより多くの方に喜んでいただける

コンテンツを企画開発・提供してまいります。

著者・木村一八(きむらかずや) プロフィール
1969年、大阪府堺市⽣まれ。幼年期の3歳から10歳まで父親とは別々に暮らす。10歳以降、父親と

摂津で暮らし、横⼭やすしの⻑男として14歳で芸能界デビュー。「毎度おさわがせします」などのテレビ番組で、

ワイルドで甘いマスクが話題となるが、19歳のとき傷害事件で少年院に。その後、芸能界に復帰するが、再び

傷害事件を起こし、活動の場をＶシネマに移す。現在、グローバルな俳優を目指して中国映画などに出演予定。

2018年２月22日

※日本ABC協会 雑誌発行社レポート2017年上半期（１～６月）より

僕から⾒れば、親⽗は根暗だったし、

酒だって弱かった。

暴⼒もほとんど振るったことがない。

家では誰か待っていて⼾を開けてくれないと

寂しくて仕方のない人だった。

（息子・木村一八）

やすしさんは、寂しがりやで

気の弱い人だったと思います。

取り⽴ててそれを⽰す象徴的なことが

あったわけではありません。

ただ、なんとなくそう感じます。

（元マネージャー・木村政雄）

著者稼動可能です！

取材日時ご相談ください。

伝説の漫才師・横山やすしとは！？
1944年、高知県生まれ。大阪・堺で育ち14歳で天才漫才少年としてデビュー。

66年に結成した⻄川きよしとの「やす・きよ」でブレイク。

上方一の漫才師となるが、70年のタクシー運転⼿傷害事件で２年４カ月の謹慎。

復帰後、再度「やす・きよ」は⼤⼈気を博し、日本一の漫才師に。

「ＴＶスクランブル」など数々の伝説番組に出演するが、88年の息子の傷害事件、

本人の飲酒運転による人身事故で吉本を解雇。

92年には参議院選挙に⽴候補するが、落選。その直後、暴漢に襲われて⼀時重体、

⾔葉は不⾃由になる。96年、肝硬変で死去。享年51。
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